
　
　
　
　
　
　　
　
　 　
　　
　
　
　
　

コミ協だより隈之城
令和２年８月号 発行元 薩摩川内市勝目町３９４４－３

隈之城地区コミュニティ協議会
℡ ０９９６－２０－１８７０

発行責任者 会 長 赤﨑 弘熙

<９月のまるごとささえ愛講座>
楽しいレクレーション ９月１４日（月） １０時～

セントピア 多目的ホール
３密を避け、６月から開講しております。
当日参加大歓迎です。
暑いので、水分補給の準備をお忘れなく

問い合わせ 20-1870 地区コミ

地区コミは、土日祝は、お休みとなっております。セントピアは第１月曜日が休館日
です。ご注意ください。 ９月のセントピア休館日 ９月７日（月）

を中止としました。防犯防災安全部会は、本来なら、
７月に予定しておりました「青パト協議会」を１０月
に延期予定です。８つの部会がコロナと共存しながら、
今、出来ることを協議しております。

「ふるさと運動会」中止します！
毎年、楽しみにしている秋の大イベントですが、コロナの感染拡大が終息を見通せない状況です。薩摩川内

市でも高齢者が治療中です。市の秋のイベント「はんやまつり」も中止が決定されました。当地区運動会も不

特定多数の方々が集まることが想定されますので、皆様の健康と安全を最優先に考え、中止することにいた

しました。選手の段取り、練習場の予約など、自治会体育部の方々の準備等考え、早めの決断としました。

今年度も高貫自治会の「ひまわり」がきれいでし
た。雨が多く、６、７月の日照時間が少なかったせ
いか、丈があまり伸びませんが、大きな花をつけて
おりました。この夏、皆さんの目を楽しませたこと
でしょう。屋外なので、密にならないよう、鑑賞で
きたということです。

隈小からです。マスクありがとうございました。

大変助かっております。引き続きご協力をお

願いします。

広報７月号でも紹介されました広場。屋外なので、
比較的、コロナの心配をせず、楽しめる場所です。ぜ
ひ、出かけてみてください。

コロナ感染拡大が薩摩川内
市にも徐々に忍び寄ってきて
います。コロナと共存しながら、
新しい生活様式にのっとって
高齢者の見守りや避難の在
り方など考える場合、隈之城
地区のような大規模地区は、
自治会単位
になってくるのでは？と痛感
しました。

尾白江自治会のハスの花が８月初旬までが見頃でし
た。７月中旬には、展望所の掲示板に由来などの説明
板が取り付けられました。このハスの花は、志布志の
「ふいやしき公園」を管理している方から分けてもら
い、有志で植え付け、コツコツと展望所まで作りまし
た。これからも、生物生息空間になる快適環境づくり
を目指しているそうです。

今月は美化活動等に力を入れている自治会

を掲載させて頂きました。自治会からの記

事提供 お待ちしております！

写真・後山氏提供

写真・武元氏提供

写真・藤田氏提供

環境部会 不法投棄パトロール＆水質検査
７月２３日に不法投棄パトロール、８月８日に水質検査を
実施。パトロールは２班に分かれ巡回。ここ数年の成果
が出ているせいか、特に多い箇所はありませんでした。
同日にポイ捨て禁止旗を設置。水質検査は、１０か所を
検査。前回より値は良くなっていました。大雨の影響か川

に浮遊物が多く見受けられました。

環境部会員の方々、おつかれさまでした

ここからの景色
大変、見晴らしが
良いです。美味しい
空気をすって・・
リフレッシュ！



【 令和２年度７月実績 】
ゴミ出し ３３件
ゴミ分別・回収・搬出 １件
家屋管理 ２件
掃除・簡単な繕い １件
買い物・電球交換 １件

※ボランティアの方々のご協力に感謝します。
常時、ボランティア募集中です。
地区コミ まるごとささえ愛事業担当

新原

女性部会＆防犯防災安全部会

女性部会は、部会を開催後、再度打合せ、施設見学
を中止としました。防犯防災安全部会は、本来なら、
７月に予定しておりました「青パト協議会」を１０月
に延期予定です。８つの部会がコロナと共存しながら、
今、出来ることを協議しております。

８月５日「小地域ネットワークお茶会」を開催。例年、年に数回開催している、このお茶会。今回は、コ
ロナの感染拡大防止のため、延期となっておりましたが、密にならないよう社会福祉協議会の２階をお借り
して、１テーブル４～５人の間隔を置き実施。このお茶会は、隈之城地区内の自治会長、アドバイザー、民
生委員に声掛けして、開催しています。地区内の高齢者などを見守るうえで、自治会長、アドバイザー、民
生委員が、情報を共有して、体制の構築をはかっていけば、見守りも災害時の避難などもスムーズにいくと
考えての開催でした。５０名近く集まって活発な意見が下記のように出ました。

８月１０日「楽しいレク
レーション」を開催しまし
た。毎月、趣向を凝らした
内容となっております。
今月は、新聞紙で遊び道
具を作り、楽しみながら、
集中力を養い、体も動かし
ました。毎月楽しみです。
と言ってくださる受講生が
いて、大変うれしいです。

おしゃべりのテーマを 「日頃の見守り、声

掛けについての情報」としました。８月下

旬に実行委員会にて地区のスローガンを

決めます。その方向に向かって、動いて

いきます。逐次、ご報告いたします。

☆わざわざ訪問するのでなく、買い物のついで、散歩のついでに顔

をのぞきに行く。関わり過ぎず少し距離を置きながら見守っている。

☆市の広報など回覧板をもっていった時に状況把握。

☆ゴミ出しのお手伝いをして、安否確認している。

☆小さい自治会なので、高齢者の把握ができている。

☆気になるところを訪問すると「不審者」に間違えられる。

怪しい人がまわっていると高齢者同士で連絡し合う。気

楽に行ってもそのように思われるなら、むやみに訪問も出

来ない。

☆災害時やコロナ禍での避難について心配だ。

☆自治会の活動や奉仕作業は、うちの場合、７５歳以上は免除だ

が、「何もしなくて良いから顔出して。」と声掛け、出てきてもらうと、

引きこもりの解消にもなり、安否確認もできる。

☆一人暮らしの高齢者の場合、その方の家族（子供等）の事が全

然把握できない。

☆世帯主の奥さんの親が同居などの場合、昼は一人でも一人暮ら

しとしてあがってこないので、把握しにくい。

コロナ感染拡大が薩摩川内
市にも徐々に忍び寄ってきて
います。コロナと共存しながら、
新しい生活様式にのっとって
高齢者の見守りや避難の在
り方など考える場合、隈之城
地区のような大規模地区は、
自治会単位での動きが必要
になってくるのでは？と痛感
しました。


